
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
被
ば
く
防
止
）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
被
ば
く
防
止
）

第
三
十
条
の
十
八

（
略
）

第
三
十
条
の
十
八

（
略
）

２

前
項
の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
は
、
外
部
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下「
外
部
被
ば
く
」と
い
う
。）

に
よ
る
線
量
及
び
人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
か
ら
の
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下
「
内

部
被
ば
く
」
と
い
う
。）に
よ
る
線
量
に
つ
い
て
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
は
、
外
部
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下「
外
部
被
ば
く
」と
い
う
。）

に
よ
る
線
量
及
び
人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
か
ら
の
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
（
以
下
「
内

部
被
ば
く
」
と
い
う
。）に
よ
る
線
量
に
つ
い
て
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
及

び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
別
に
応
じ
て
、
放
射
線
の
種

類
及
び
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
に
基
づ
き
、
当
該
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
を
算
定
す
る
た
め
に
適

切
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線

測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
、
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
計
算
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
値
を
算

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線

量
当
量
（
中
性
子
線
に
つ
い
て
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
）
を
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す

る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
、
著
し
く
困
難
で
あ
る

場
合
に
は
、
計
算
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
値
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

（
略
）

二

（
略
）

（
削
る
）

三

第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
号
た
だ
し
書
に
よ
り
体
幹
部
以
外
の
部
位
に
つ
い
て
測
定
す
る
場
合

は
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
（
中
性
子
線
に
つ
い
て
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
）
を

測
定
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
。

三
・
四

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
線
量
限
度
）

（
線
量
限
度
）

第
三
十
条
の
二
十
七

（
略
）

第
三
十
条
の
二
十
七

（
略
）

２

第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
等
価
線
量
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

２

第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
等
価
線
量
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
つ
き
百
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
緊
急
放
射
線
診
療
従

事
者
等
に
係
る
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
限
度
は
、
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
に
つ
き
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
緊
急

放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
限
度
は
、
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
一
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信


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